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(57)【要約】
【課題】簡易な構成及び制御方法で、表示エリアに任意
の表示色を設定することができるとともに、２Ｄ画像と
３Ｄ画像を切り替えることができる表示装置及びその駆
動制御方法並びに電子機器を提供する。
【解決手段】表示装置１００は、画像表示部１１０と、
視差バリア設定部１２０と、を備えている。画像表示部
１１０において、表示パネル１１１に２次元配列された
複数の発光画素ＰＩＸを画像データに応じた輝度階調で
発光させることにより、表示パネル１１１に階調画像を
表示する。また、視差バリア設定部１２０において、視
差バリア設定パネル１２１のストライプ電極Ｅ１に所定
の電圧を印加することにより、黒ライン表示を行い視差
バリアを形成する。これにより、表示パネル１１１に表
示された階調画像が、視差バリア設定パネル１２１を透
過することにより立体画像として視認される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の単色光を発光する複数の発光画素が配列され、該各発光画素を画像データに応じ
た輝度階調で発光させることにより階調画像を表示する表示パネルを備えた画像表示部と
、
　前記表示パネルの前記各発光画素の発光した光が出射される側に配置され、第１の電圧
を印加することにより、等間隔で配列された遮光部からなる視差バリアを形成する視差バ
リア設定パネルを備えた視差バリア設定部と、
を有することを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記視差バリア設定パネルは、対向して配置された基板間に、等間隔で配列された透明
な第１の電極と、該第１の電極に共通して対向する透明な共通電極と、前記第１の電極と
前記共通電極との間に封止された液晶分子と、を有する液晶層を備え、
　前記第１の電極と前記共通電極との間に、視差バリア設定用の前記第１の電圧を印加し
て、前記液晶分子の配向状態を変化させることにより、前記第１の電極が配列された領域
において前記遮光部を形成することを特徴とする請求項１記載の表示装置。
【請求項３】
　前記視差バリア設定部は、前記視差バリア設定パネルの外側に偏光板を備え、
　前記視差バリア設定パネルは、対向して配置された基板間に、等間隔で配列された透明
な第１の電極と、該第１の電極の各間隙に配列された透明な第２の電極と、前記第１の電
極及び前記第２の電極に共通して対向する透明な共通電極と、前記第１の電極及び前記第
２の電極と前記共通電極との間に封止された液晶分子と、を有する液晶層を備え、
　前記第１の電極と前記共通電極との間に、視差バリア設定用の前記第１の電圧を印加し
て、前記液晶分子の配向状態を変化させることにより、前記第１の電極が配列された領域
において前記遮光部を形成し、
　前記第２の電極と前記共通電極との間に、表示色設定用の第２の電圧を印加して、前記
液晶分子の配向状態を変化させることにより、前記第２の電極が配列された領域において
前記偏光板及び前記視差バリア設定パネルを透過する光の波長分布を設定することを特徴
とする請求項１記載の表示装置。
【請求項４】
　前記第１の電極と前記共通電極との間に印加される前記第１の電圧を、前記第２の電圧
と同一の電圧値に設定して、前記液晶分子の配向状態を変化させることにより、前記第１
の電極が配列された領域において前記偏光板及び前記視差バリア設定パネルを透過する光
の波長分布を設定することを特徴とする請求項３記載の表示装置。
【請求項５】
　前記視差バリア設定パネルは、前記表示パネルから出射された前記単色光が透過する光
透過領域が複数の領域に分割され、該分割領域の各々に、前記第１の電極及び前記第２の
電極が個別に設けられ、前記分割領域ごとに前記第１の電圧及び前記第２の電圧が個別に
印加されることを特徴とする請求項３又は４記載の表示装置。
【請求項６】
　前記発光画素は、前記単色光を発光する発光素子として、有機エレクトロルミネッセン
ス素子を適用したことを特徴とする請求項１乃至５記載の表示装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれかに記載の表示装置が実装されてなることを特徴とする電子機
器。
【請求項８】
　画像データに応じた輝度階調で複数の発光画素を単色発光させることにより、表示パネ
ルに階調画像を表示し、
　前記表示パネルの前記各発光画素の発光した光が出射される側に配置された視差バリア
設定パネルに等間隔で配列された透明な第１の電極に、第１の電圧を印加することにより
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、前記第１の電極が配列された領域において遮光部を形成し、前記階調画像を前記遮光部
からなる視差バリアを透過させることにより、立体画像として表示することを特徴とする
表示装置の駆動制御方法。
【請求項９】
　前記視差バリア設定パネルに等間隔で配列された前記第１の電極の各間隙に配列された
透明な第２の電極に、第２の電圧を印加することにより、前記第２の電極が配列された領
域において前記視差バリア設定パネルを透過する光の波長分布を設定し、前記階調画像を
前記視差バリア設定パネルを透過させることにより、前記立体画像を前記画像データに応
じた所定の表示色で表示することを特徴とする請求項８記載の表示装置の駆動制御方法。
【請求項１０】
　前記第１の電極に印加される前記第１の電圧を、前記第２の電圧と同一の電圧値に設定
して、前記第１の電極が配列された領域及び前記第２の電極が配列された領域において前
記視差バリア設定パネルを透過する光の波長分布を設定し、前記階調画像を前記視差バリ
ア設定パネルを透過させることにより、前記階調画像を前記画像データに応じた所定の表
示色で表示することを特徴とする請求項９記載の表示装置の駆動制御方法。
【請求項１１】
　前記視差バリア設定パネルの任意の領域の前記第１の電極及び前記第２の電極に、前記
第１の電圧及び前記第２の電圧を印加して、当該任意の領域に前記画像データに応じた所
定の表示色で前記階調画像又は前記立体画像を表示することを特徴とする請求項９又は１
０記載の表示装置の駆動制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置及びその駆動制御方法並びに電子機器に関し、特に、発光素子を有
する複数の画素が配列された発光パネルを備えた表示装置及びその駆動制御方法、並びに
、該表示装置を実装した電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、薄型テレビジョンやパーソナルコンピュータのモニタとして、また、携帯電話や
携帯音楽プレーヤの表示デバイスとして、薄型かつ軽量で、省電力の液晶表示装置や有機
エレクトロルミネッセンス（以下、「有機ＥＬ」と略記する）表示装置等の普及が著しい
。特に、有機ＥＬ表示装置のように、発光素子を有する複数の画素をマトリクス状に配列
した表示パネル（発光パネル）を備えた発光素子型の表示装置が注目されている。ここで
、発光素子型の表示装置に適用可能な発光素子としては、例えば有機ＥＬ素子や無機ＥＬ
素子、発光ダイオード（ＬＥＤ）等が知られている。
【０００３】
　このような表示装置においては、種々の表示方式が知られている。例えば、画像情報を
単色発光により表示するモノカラー表示方式や、表示エリア内の特定の領域ごとに任意の
発光色で表示するエリアカラー表示方式（又は、ブロックカラー表示方式）、表示エリア
全域で例えば光の３原色を用いたカラー表示を行うフルカラー表示方式等がある。
【０００４】
　ここで、フルカラー表示方式においては、表示パネルに配列された各画素が赤（Ｒ）、
緑（Ｇ）、青（Ｂ）の３色うち、いずれかの色を表示する必要がある。このようなフルカ
ラー表示を実現するための手法としては、各画素に設けられる発光素子がＲＧＢのいずれ
かの色で発光し、これらの３色の画素の組み合わせによってフルカラー表示を行うものが
知られている。また、白色発光する発光素子からなる表示パネルの前面（視野側）に、Ｒ
ＧＢ３色のカラーフィルタ層を配置することによりフルカラー表示を行うものも知られて
いる。このようなフルカラー表示方式を適用した表示装置の構造については、例えば特許
文献１等に記載されている。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－２０５９２９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、表示装置においては、用途によって表示色を変更することが要求される場合
がある。しかし、モノカラー表示方式においては、階調表現はできるものの、表示色を変
えることはできなかった。また、エリアカラー表示方式においても、領域ごとに発色が予
め固定されているため、領域ごとの表示色を変えることはできなかった。一方、フルカラ
ー表示方式においては、ＲＧＢ３色の画素の組み合わせにより、表示色を変えることはで
きるが、画素ごとにＲＧＢの異なる発色になるように形成する必要がある。例えば、発光
素子として有機ＥＬ素子を適用した表示パネルにおいては、各画素に設けられる有機ＥＬ
素子の有機層（発光層）がＲＧＢのいずれかで発光するように形成する必要がある。その
ため、フルカラー表示方式においては、パネル構造及び製造方法が複雑になり、製品の低
コスト化が難しいという問題を有していた。
【０００７】
　さらに、近年立体画像（３Ｄ画像）の表示が可能な薄型テレビジョンやディスプレイが
注目されている。そして、このような立体表示方式は、通常、フルカラー表示方式のディ
スプレイやモニタに採用されている。すなわち、モノカラー表示方式で発色を変更できる
立体表示方式のディスプレイは知られていなかった。また、簡易な制御方法で平面画像（
２Ｄ画像）と立体画像とを切り替えることができるディスプレイも知られていなかった。
【０００８】
　そこで、本発明は、上述した課題に鑑み、簡易な構成及び制御方法で、表示エリアに任
意の表示色を設定することができるとともに、２Ｄ画像と３Ｄ画像を切り替えることがで
きる表示装置及びその駆動制御方法並びに電子機器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　請求項１記載の発明に係る表示装置は、所定の単色光を発光する複数の発光画素が配列
され、該各発光画素を画像データに応じた輝度階調で発光させることにより階調画像を表
示する表示パネルを備えた画像表示部と、前記表示パネルの前記各発光画素の発光した光
が出射される側に配置され、第１の電圧を印加することにより、等間隔で配列された遮光
部からなる視差バリアを形成する視差バリア設定パネルを備えた視差バリア設定部と、を
有することを特徴とする。
【００１０】
　請求項２記載の発明は、請求項１記載の表示装置において、前記視差バリア設定パネル
は、対向して配置された基板間に、等間隔で配列された透明な第１の電極と、該第１の電
極に共通して対向する透明な共通電極と、前記第１の電極と前記共通電極との間に封止さ
れた液晶分子と、を有する液晶層を備え、前記第１の電極と前記共通電極との間に、視差
バリア設定用の前記第１の電圧を印加して、前記液晶分子の配向状態を変化させることに
より、前記第１の電極が配列された領域において前記遮光部を形成することを特徴とする
。
　請求項３記載の発明は、請求項１記載の表示装置において、前記視差バリア設定部は、
前記視差バリア設定パネルの外側に偏光板を備え、前記視差バリア設定パネルは、対向し
て配置された基板間に、等間隔で配列された透明な第１の電極と、該第１の電極の各間隙
に配列された透明な第２の電極と、前記第１の電極及び前記第２の電極に共通して対向す
る透明な共通電極と、前記第１の電極及び前記第２の電極と前記共通電極との間に封止さ
れた液晶分子と、を有する液晶層を備え、前記第１の電極と前記共通電極との間に、視差
バリア設定用の前記第１の電圧を印加して、前記液晶分子の配向状態を変化させることに
より、前記第１の電極が配列された領域において前記遮光部を形成し、前記第２の電極と
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前記共通電極との間に、表示色設定用の第２の電圧を印加して、前記液晶分子の配向状態
を変化させることにより、前記第２の電極が配列された領域において前記偏光板及び前記
視差バリア設定パネルを透過する光の波長分布を設定することを特徴とする。
　請求項４記載の発明は、請求項３記載の表示装置において、前記第１の電極と前記共通
電極との間に印加される前記第１の電圧を、前記第２の電圧と同一の電圧値に設定して、
前記液晶分子の配向状態を変化させることにより、前記第１の電極が配列された領域にお
いて前記偏光板及び前記視差バリア設定パネルを透過する光の波長分布を設定することを
特徴とする。
　請求項５記載の発明は、請求項３又は４記載の表示装置において、前記視差バリア設定
パネルは、前記表示パネルから出射された前記単色光が透過する光透過領域が複数の領域
に分割され、該分割領域の各々に、前記第１の電極及び前記第２の電極が個別に設けられ
、前記分割領域ごとに前記第１の電圧及び前記第２の電圧が個別に印加されることを特徴
とする。
　請求項６記載の発明は、請求項１乃至５記載の表示装置において、前記発光画素は、前
記単色光を発光する発光素子として、有機エレクトロルミネッセンス素子を適用したこと
を特徴とする。
　請求項７記載の発明に係る電子機器は、請求項１乃至６のいずれかに記載の表示装置が
実装されてなることを特徴とする。
【００１１】
　請求項８記載の発明に係る表示装置の駆動制御方法は、画像データに応じた輝度階調で
複数の発光画素を単色発光させることにより、表示パネルに階調画像を表示し、前記表示
パネルの前記各発光画素の発光した光が出射される側に配置された視差バリア設定パネル
に等間隔で配列された透明な第１の電極に、第１の電圧を印加することにより、前記第１
の電極が配列された領域において遮光部を形成し、前記階調画像を前記遮光部からなる視
差バリアを透過させることにより、立体画像として表示することを特徴とする。
【００１２】
　請求項９記載の発明は、請求項８記載の表示装置の駆動制御方法において、前記視差バ
リア設定パネルに等間隔で配列された前記第１の電極の各間隙に配列された透明な第２の
電極に、第２の電圧を印加することにより、前記第２の電極が配列された領域において前
記視差バリア設定パネルを透過する光の波長分布を設定し、前記階調画像を前記視差バリ
ア設定パネルを透過させることにより、前記立体画像を前記画像データに応じた所定の表
示色で表示することを特徴とする。
　請求項１０記載の発明は、請求項９記載の表示装置の駆動制御方法において、前記第１
の電極に印加される前記第１の電圧を、前記第２の電圧と同一の電圧値に設定して、前記
第１の電極が配列された領域及び前記第２の電極が配列された領域において前記視差バリ
ア設定パネルを透過する光の波長分布を設定し、前記階調画像を前記視差バリア設定パネ
ルを透過させることにより、前記階調画像を前記画像データに応じた所定の表示色で表示
することを特徴とする。
　請求項１１記載の発明は、請求項９又は１０記載の表示装置の駆動制御方法において、
前記視差バリア設定パネルの任意の領域の前記第１の電極及び前記第２の電極に、前記第
１の電圧及び前記第２の電圧を印加して、当該任意の領域に前記画像データに応じた所定
の表示色で前記階調画像又は前記立体画像を表示することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、簡易な構成及び制御方法で、表示エリアに任意の表示色を設定するこ
とができるとともに、２Ｄ画像と３Ｄ画像を切り替えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明に係る表示装置の一実施形態を示す概略構成図である。
【図２】第１の実施形態に係る表示装置に適用される画像表示部の一例を示す概略構成図
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である。
【図３】第１の実施形態に係る画像表示部に適用される発光画素の回路構成例を示す等価
回路図である。
【図４】第１の実施形態に係る表示装置に適用される視差バリア設定パネルの一例を示す
概略構成図である。
【図５】第１の実施形態に係る表示装置に適用される視差バリア設定パネルを構成する各
基板に設けられる電極を示す概略平面図である。
【図６】第１の実施形態に適用される視差バリア方式を用いた３Ｄ画像の表示原理を説明
するための概念図である。
【図７】第１の実施形態に係る表示装置における画像情報の表示例を示す概念図である。
【図８】第１の実施形態に係る表示装置において、３Ｄ画像表示を行う際の表示パネルと
視差バリア設定パネルの駆動状態を示す概念図である。である。
【図９】第２の実施形態に係る表示装置に適用される視差バリア設定パネルの一例を示す
概略構成図である。
【図１０】第２の実施形態に係る表示装置に適用される視差バリア設定パネルを構成する
各基板に設けられる電極を示す概略平面図である。
【図１１】第２の実施形態に係る視差バリア設定部における偏光板及び液晶層の配置関係
を説明するための図である。
【図１２】第２の実施形態に係る視差バリア設定部において、液晶層への印加電圧を変化
させた場合の、透過光の波長λと透過率Ｉとの関係を示す図である。
【図１３】表示パネルに設けられる有機ＥＬ素子から発光される白色光の波長分布の一例
を示す図である。
【図１４】第２の実施形態に係る視差バリア設定部における液晶層への印加電圧と透過光
の波長分布との関係を示す図である。
【図１５】第２の実施形態に係る表示装置において、２Ｄ画像をモノカラー表示する際の
表示例を示す概念図である。
【図１６】第２の実施形態に係る表示装置において、２Ｄ画像表示を行う際の表示パネル
と視差バリア設定パネルの駆動状態を示す概念図である。
【図１７】第２の実施形態に係る表示装置において、３Ｄ画像をモノカラー表示する際の
表示例を示す概念図である。
【図１８】第２の実施形態に係る表示装置において、３Ｄ画像表示を行う際の表示パネル
と視差バリア設定パネルの駆動状態を示す概念図である。
【図１９】第２の実施形態に係る表示装置において、２Ｄ画像をエリアカラー表示する際
の表示例を示す概念図である。
【図２０】第２の実施形態に係る表示装置において、３Ｄ画像をエリアカラー表示する際
の表示例を示す概念図である。
【図２１】本発明に係る表示装置を適用したデジタルカメラの構成例を示す斜視図である
。
【図２２】本発明に係る表示装置を適用した携帯電話の構成例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明に係る表示装置及びその駆動制御方法並びに電子機器の実施形態について
、図面を参照して詳しく説明する。
＜第１の実施形態＞
　（全体構成）
【００１６】
　図１は、本発明に係る表示装置の一実施形態を示す概略構成図である。ここで、図１（
ａ）は、本実施形態に係る表示装置の一例を示す概略斜視図であり、図１（ｂ）は、本実
施形態に係る表示装置に適用される表示パネルと視差バリア設定パネルとの積層構造を示
す要部断面図である。なお、図１（ａ）においては、図示の都合上、表示パネルと視差バ
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リア設定パネルとが離間して配置されているように示したが、図１（ｂ）に示すように、
相互に密着した積層構造を有することが望ましい。
【００１７】
　図１（ａ）に示すように、本発明に係る表示装置１００は、大別して、画像表示部１１
０と、視差バリア設定部１２０と、を備えている。
　画像表示部１１０は、図１（ａ）に示すように、概略、表示パネル（発光パネル）１１
１と、表示駆動制御回路１１２と、を有している。表示パネル１１１は、基板の一面側に
発光素子を含む画素（以下、便宜的に「発光画素」と記す）が２次元配列され、表示駆動
制御回路１１２から供給される駆動信号や階調信号に基づいて、各発光画素を画像データ
に応じた輝度階調で発光させる。これにより、表示パネル１１１に画像データに応じた階
調画像が表示される。ここで、表示装置１００において立体画像（３Ｄ画像）を表示する
場合には、後述するように、右目用と左目用の画像が合成された階調画像が表示パネル１
１１に表示される。
【００１８】
　そして、表示パネル１１１の各発光画素において発光した光は、画像表示部１１０の視
野側（基板の一面側又は他面側）に出射される。このような画像表示部１１０に用いられ
る表示パネル１１１は、例えば発光素子として有機ＥＬ素子を備えた有機ＥＬ表示パネル
を適用することができる。なお、表示駆動制御回路１１２は、その一部又は全てが表示パ
ネル１１１を構成する基板上に一体的に形成されているものであってもよいし、ＩＣチッ
プの形態で搭載されているものであってもよい。
【００１９】
　ここで、有機ＥＬ表示パネルを適用した表示パネル１１１は、例えば図１（ｂ）に示す
ように、対向して配置されたガラス等の透明な基板１１、１３間に、図示を省略した有機
ＥＬ素子を含む複数の発光画素が２次元配列された発光層１２が設けられている。有機Ｅ
Ｌ素子は、周知のように、有機ＥＬ層を挟む一対の電極を有し、電極間に電圧を印加する
ことにより有機ＥＬ層が発光して光を放出する。本実施形態においては、有機ＥＬ層（発
光層１２）から放出される光が例えば白色光になるように、有機ＥＬ層の発光材料が適宜
設定されている。なお、本発明に係る表示パネル１１１においては、有機ＥＬ層から放出
される光は、白色光に限定されるものではなく、例えば緑色光や赤色光等の、任意の単色
光であってもよい。その場合、当該単色光に対応した発光材料が有機ＥＬ層に適用される
。また、発光層１２の一対の電極のうち、後述する視差バリア設定部１２０側の電極は透
明電極であり、有機ＥＬ層から放出される光を透過して視差バリア設定部１２０（視差バ
リア設定パネル１２１）側に出射する。なお、有機ＥＬ表示パネルを適用した表示パネル
１１１及び発光画素については、詳しく後述する。
【００２０】
　視差バリア設定部１２０は、概略、視差バリア設定パネル１２１と、バリア制御回路１
２２と、を有している。視差バリア設定パネル１２１は、上記画像表示部１１０の視野側
に配置され、３Ｄ画像を表示する際に、バリア制御回路１２２から供給される駆動信号に
基づいて、上記表示パネル１１１における階調画像の表示動作に同期して、表示パネル１
１１から出射された光が透過するエリア（光透過エリア；光透過領域）に、所定の間隔で
平行に配列された複数の黒ラインを表示する。これにより、視差バリア設定パネル１２１
は、視差バリアとして機能し、表示パネル１１１に表示された階調画像が、視野側から右
目用と左目用の画像成分に分離されて視認される。このような視差バリア設定部１２０は
、後述するように、例えば表示素子として液晶素子を備えた透過型の液晶表示パネルを適
用することができる。なお、バリア制御回路１２２は、その一部又は全てが視差バリア設
定パネル１２１を構成する基板上に一体的に形成されているものであってもよいし、ＩＣ
チップ（ドライバチップ）の形態で搭載されているものであってもよい。
【００２１】
　ここで、透過型の液晶表示パネルを適用した視差バリア設定パネル１２１は、例えば図
１（ｂ）に示すように、対向して配置されたガラス等の透明な基板２１、２３間に、液晶
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層２２が設けられている。液晶層２２は、周知の液晶表示パネルと同様に、対向する透明
基板の表面に形成された一対の透明電極間に、液晶分子と、該液晶分子を挟持する配向膜
とを有し、透明電極間に電圧を印加することにより液晶分子の配向状態が制御される。こ
れにより、例えば透明基板間に電圧が印加されていない状態では、視差バリア設定パネル
１２１に入射する光が全域で透過し、一方、所定の電圧が印加された状態では、液晶分子
の配向状態に応じて入射光が部分的に遮断される。特に、本実施形態においては、液晶分
子を挟持する一対の透明電極の一方側が、視差バリア設定パネル１２１のパネル平面にお
いて、特定方向に所定の間隔で配列するように分岐又は分割して形成されている。そして
、３Ｄ画像を表示する際に、透明電極間に電圧を印加することにより、一対の透明電極が
対向する領域に沿って、所定の間隔で複数の黒ラインが表示され、視差バリアとして機能
する。なお、透過型の液晶表示パネルを適用した視差バリア設定パネル１２１及び視差バ
リア型の３Ｄ画像の表示原理については、詳しく後述する。
【００２２】
　また、本実施形態に係る視差バリア設定部１２０においては、上記液晶層２２を挟んで
対向する基板２１、２３を有する視差バリア設定パネル１２１の外側に、各々偏光板２４
、２５が設けられている。偏光板２４、２５は、各々近接する配向膜のラビング方向に対
して、所定の角度の偏光方向の光のみを透過するように配置されている。ここで、表示パ
ネル１１１と偏光板２４との間に、更に円偏光板を設けて位相を例えばλ／４ずらすこと
により、視野側から視差バリア設定パネル１２１を透過して表示パネル１１１に入射し、
表示パネル１１１で反射した外光を視野側に透過させないようにして、外光の反射を防止
することができる。
【００２３】
　次いで、上述した表示装置の各構成について、具体的に説明する。
　（画像表示部）
　図２は、本実施形態に係る表示装置に適用される画像表示部の一例を示す概略構成図で
ある。ここでは、本実施形態に適用される画像表示部として、周知のアクティブマトリク
ス型の駆動方式に対応した有機ＥＬ表示パネルを適用した場合について説明する。また、
図２においては、表示駆動制御回路１１２が表示パネル１１１とは別個に設けられた構成
を示すが、上述したように、表示駆動制御回路１１２の一部又は全てが表示パネル１１１
の基板上に設けられているものであってもよい。
【００２４】
　図２に示すように、画像表示部１１０は、概略、基板１１の一面側に表示エリア（表示
領域）１２Ａが設けられた表示パネル１１１と、表示エリア１２Ａに配列された発光画素
ＰＩＸを画像データに応じた輝度階調で発光させるためのドライバ機能を備えた表示駆動
制御回路１１２と、を有している。
【００２５】
　表示パネル１１１の表示エリア１２Ａには、図２に示すように、有機ＥＬ素子を有する
複数の発光画素ＰＩＸが２次元配列された画素アレイが設けられている。当該画素アレイ
は、基板１１に対向して配置された基板１３（封止基板；図２では図示を省略、図１（ｂ
）参照）により封止されている。すなわち、表示エリア１２Ａに設けられる画素アレイは
、上述した発光層１２に対応する。また、表示エリア１２Ａ周辺の基板１１上には、表示
エリア１２Ａに配列された各発光画素ＰＩＸと表示駆動制御回路１１２とを電気的に接続
するための引き出し配線Ｌreが設けられている。
【００２６】
　表示駆動制御回路１１２は、例えばＩＣチップの形態を有し、上記引き出し配線Ｌreに
直接、あるいは、フィルム基板（フレキシブルプリント基板；ＦＰＣ）等を介して、表示
エリア１２Ａの各発光画素ＰＩＸに接続されている。表示駆動制御回路１１２は、少なく
とも表示エリア１２Ａの各発光画素ＰＩＸを画像データに応じた所定の輝度階調で白色発
光させるためのドライバ機能を備えている。なお、表示駆動制御回路１１２は、当該ドラ
イバ機能を制御するためのコントロール機能を備えているものであってもよい。ここで、
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後述する視差バリア設定部１２０においても、視差バリア設定パネル１２１を駆動するた
めのバリア制御回路１２２にコントロール機能を備えている。これらのコントロール機能
は、いずれも画像データに基づいて、表示パネル１１１又は視差バリア設定パネル１２１
を駆動するための制御信号を生成して供給するものを含んでいるので、これらを単一の制
御回路（システムコントローラ）として構成するものであってもよい。このような制御回
路は、例えばＩＣチップの形態を有するものを適用することができる。
【００２７】
　（発光画素）
　次いで、上述した表示パネル１１１の表示エリア１２Ａに配列される発光画素ＰＩＸに
ついて、図面を参照して説明する。
　図３は、本実施形態に係る画像表示部に適用される発光画素の回路構成例を示す等価回
路図である。
【００２８】
　本実施形態に適用される発光画素ＰＩＸは、例えば図３（ａ）、（ｂ）に示すように、
発光駆動回路（画素回路）ＤＣと、電流駆動型の発光素子である有機ＥＬ素子ＯＥＬと、
を備えている。発光駆動回路ＤＣは、１乃至複数のトランジスタ（機能素子）及びキャパ
シタを備えた回路構成を有している。また、発光駆動回路ＤＣは、画像データに応じた電
流値の発光駆動電流を生成して、有機ＥＬ素子ＯＥＬに供給する。有機ＥＬ素子ＯＥＬは
、発光駆動回路ＤＣから供給される発光駆動電流に基づいて、画像データに応じた輝度階
調で白色発光する。
【００２９】
　発光駆動回路ＤＣの一例は、例えば図６（ａ）に示すように、トランジスタＴｒ１１、
Ｔｒ１２と、キャパシタＣｓと、を備えている。トランジスタＴｒ１１は、ゲート端子が
選択ラインＬｓに接続され、ドレイン端子がデータラインＬｄに接続され、ソース端子が
接点Ｎ１１に接続されている。トランジスタＴｒ１２は、ゲート端子が接点Ｎ１１に接続
され、ドレイン端子が電源ラインＬａに接続され、ソース端子が接点Ｎ１２に接続されて
いる。キャパシタＣｓは、トランジスタＴｒ１２のゲート端子（接点Ｎ１１）及びソース
端子（接点Ｎ１２）間に接続されている。ここで、電源ラインＬａは、所定の高電位電源
（電源電圧Ｖsa）に接続されている。
【００３０】
　また、有機ＥＬ素子ＯＥＬは、アノード（後述するアノード電極となる画素電極）が上
記発光駆動回路ＤＣの接点Ｎ１２に接続され、カソード（後述するカソード電極となる対
向電極）が所定の低電位電源（基準電圧Ｖsc；例えば接地電位Ｖgnd）に接続されている
。
【００３１】
　ここで、図３（ａ）に示したトランジスタＴｒ１１及びＴｒ１２は、例えばｎチャネル
型のアモルファスシリコン薄膜トランジスタやポリシリコン薄膜トランジスタを適用する
ことができる。また、キャパシタＣｓは、トランジスタＴｒ１２のゲート・ソース間に形
成される寄生容量であってもよいし、該寄生容量に加えて接点Ｎ１１及び接点Ｎ１２間に
別個の容量素子を並列に接続したものであってもよい。
【００３２】
　そして、図３（ａ）に示したような回路構成を有する発光画素ＰＩＸにおける駆動制御
動作は、まず、所定の選択期間に、図２に示した表示駆動制御回路１１２に設けられた選
択ドライバ機能部から引き出し配線Ｌreを介して選択ラインＬｓに対して、選択レベル（
ハイレベル）の選択電圧Ｖselが印加される。これにより、トランジスタＴｒ１１がオン
動作して、発光画素ＰＩＸが選択状態に設定される。このタイミングに同期して、表示駆
動制御回路１１２に設けられたデータドライバ機能部から引き出し配線Ｌreを介してデー
タラインＬｄに、画像データに応じた階調電圧Ｖdataが印加される。これにより、トラン
ジスタＴｒ１１を介して接点Ｎ１１（すなわち、トランジスタＴｒ１２のゲート端子）に
階調電圧Ｖdataに応じた電位が印加される。
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【００３３】
　このとき、トランジスタＴｒ１２のドレイン・ソース間電流（すなわち、有機ＥＬ素子
ＯＥＬに流れる発光駆動電流）の電流値は、ドレイン・ソース間及びゲート・ソース間の
電位差によって決定される。すなわち、図３（ａ）に示した発光駆動回路ＤＣにおいては
、トランジスタＴｒ１２のドレイン・ソース間に流れる電流の電流値は、階調電圧Ｖdata
によって制御される。
【００３４】
　したがって、トランジスタＴｒ１２が接点Ｎ１１の電位（すなわち、階調電圧Ｖdata）
に応じた導通状態でオン動作して、高電位側の電源電圧Ｖsaが印加された電源ラインＬａ
からトランジスタＴｒ１２及び有機ＥＬ素子ＯＥＬを介して、低電位側の基準電圧Ｖsc（
接地電位Ｖgnd）に所定の電流値を有する発光駆動電流が流れる。これにより、有機ＥＬ
素子ＯＥＬが階調電圧Ｖdata（すなわち画像データ）に応じた輝度階調で白色発光する。
また、このとき、接点Ｎ１１に印加された階調電圧Ｖdataに基づいて、トランジスタＴｒ
１２のゲート・ソース間のキャパシタＣｓに電荷が蓄積（充電）される。
【００３５】
　次いで、上記選択期間終了後の非選択期間においては、表示駆動制御回路１１２の選択
ドライバ機能部から選択ラインＬｓに非選択レベル（ローレベル）の選択電圧Ｖselが印
加される。これにより、トランジスタＴｒ１１がオフ動作して発光画素ＰＩＸが非選択状
態に設定される。このとき、上記キャパシタＣｓに蓄積された電荷が保持されることによ
り、トランジスタＴｒ１２のゲート・ソース間の電位差が保持され、トランジスタＴｒ１
２のゲート端子（接点Ｎ１１）に階調電圧Ｖdataに相当する電圧が印加される。
【００３６】
　したがって、上記選択状態と同様に、電源ラインＬａからトランジスタＴｒ１２を介し
て、有機ＥＬ素子ＯＥＬに発光動作状態と同程度の電流値の発光駆動電流が流れて、発光
動作状態が継続される。この発光動作状態は、次の画像データに応じた階調電圧Ｖdataが
書き込まれるまで、例えば、１フレーム期間継続するように制御される。そして、このよ
うな駆動制御動作を、表示エリア１２Ａに２次元配列された全ての発光画素ＰＩＸについ
て、各行ごとに順次実行することにより、表示エリア１２Ａの全域から画像データに応じ
た輝度階調の白色光（又は任意の単色光）が視差バリア設定部１２０に出射される。
【００３７】
　また、発光駆動回路ＤＣの他の例は、例えば図３（ｂ）に示すように、トランジスタＴ
ｒ２１、Ｔｒ２２と、トランジスタＴｒ２３と、キャパシタＣｓと、を備えている。トラ
ンジスタＴｒ２１は、ゲート端子が選択ラインＬｓに接続され、ドレイン端子が電源ライ
ンＬａに接続され、ソース端子が接点Ｎ２１に接続されている。トランジスタＴｒ２２は
、ゲート端子が選択ラインＬｓに接続され、ソース端子がデータラインＬｄに接続され、
ドレイン端子が接点Ｎ２２に接続されている。トランジスタＴｒ２３は、ゲート端子が接
点Ｎ２１に接続され、ドレイン端子が電源ラインＬａに接続され、ソース端子が接点Ｎ２
２に接続されている。キャパシタＣｓは、トランジスタＴｒ２３のゲート端子（接点Ｎ２
１）及びソース端子（接点Ｎ２２）間に接続されている。
【００３８】
　また、有機ＥＬ素子ＯＥＬは、図３（ａ）に示した発光画素ＰＩＸと同様に、アノード
（アノード電極となる画素電極）が上記発光駆動回路ＤＣの接点Ｎ２２に接続され、カソ
ード（カソード電極となる対向電極）が所定の低電位電源（基準電圧Ｖsc；例えば接地電
位Ｖgnd）に接続されている。
【００３９】
　そして、このような回路構成を有する発光画素ＰＩＸにおける駆動制御動作は、まず、
発光画素ＰＩＸへの書込動作（選択期間）において、表示駆動制御回路１１２の選択ドラ
イバ機能部から選択ラインＬｓに選択レベル（ハイレベル）の選択電圧Ｖselを印加する
ことにより、発光画素ＰＩＸが選択状態に設定される。このとき、表示駆動制御回路１１
２に設けられた電源ドライバ機能部から引き出し配線Ｌreを介して電源ラインＬａに非発
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光レベル（基準電圧Ｖsc以下の電圧レベル；例えば負電圧）の電源電圧Ｖsaが印加されて
いる。そして、この状態で、表示駆動制御回路１１２のデータドライバ機能部からデータ
ラインＬｄに画像データに応じた負の電圧値に設定された階調電圧Ｖdataが供給される。
これにより、トランジスタＴｒ２１～Ｔｒ２３がオン動作して、トランジスタＴｒ２３の
ゲート・ソース間に生じた電位差に応じた書込電流が、電源ラインＬａからトランジスタ
Ｔｒ２３、接点Ｎ２２、トランジスタＴｒ２２を介してデータラインＬｄ方向に流れる。
【００４０】
　このとき、キャパシタＣｓには、接点Ｎ２１及びＮ２２間に生じた電位差に対応する電
荷が蓄積され、電圧成分として保持される。また、電源ラインＬａには、基準電圧Ｖsc以
下の、非発光レベルの電源電圧Ｖsaが印加され、さらに、書込電流が発光画素ＰＩＸから
データラインＬｄ方向に流れるように設定されている。これにより、有機ＥＬ素子ＯＥＬ
のアノード（接点Ｎ２２）に印加される電位は、カソードの電位（基準電圧Ｖsc）よりも
低くなるため、有機ＥＬ素子ＯＥＬには電流が流れず、有機ＥＬ素子ＯＥＬは発光しない
（非発光動作）。そして、このような書込動作を、表示エリア１２Ａに２次元配列された
全ての発光画素ＰＩＸについて、各行ごとに順次実行する。
【００４１】
　次いで、書込動作終了後の発光動作（非選択期間）において、表示駆動制御回路１１２
の選択ドライバ機能部から選択ラインＬｓに非選択レベル（ローレベル）の選択電圧Ｖse
lを印加することにより、発光画素ＰＩＸを非選択状態に設定する。これにより、トラン
ジスタＴｒ１１及びＴｒ１２がオフ動作する。このとき、キャパシタＣｓには、上述した
書込動作において蓄積された電荷が保持されるので、トランジスタＴｒ２３はオン状態を
維持する。そして、表示駆動制御回路１１２の電源ドライバ機能部から電源ラインＬａに
発光レベル（基準電圧Ｖscよりも高い電圧レベル）の電源電圧Ｖsaが印加されることによ
り、電源ラインＬａからトランジスタＴｒ２３、接点Ｎ２２を介して、有機ＥＬ素子ＯＥ
Ｌに所定の発光駆動電流が流れる。
【００４２】
　このとき、キャパシタＣｓにより保持される電圧成分は、トランジスタＴｒ２３におい
て階調電圧Ｖdataに対応する書込電流を流す場合の電位差に相当するので、有機ＥＬ素子
ＯＥＬに流れる発光駆動電流は、当該書込電流と略同等の電流値となる。これにより、各
発光画素ＰＩＸの有機ＥＬ素子ＯＥＬは、書込動作時に書き込まれた画像データ（階調電
圧Ｖdata）に応じた輝度階調で白色発光するので、表示エリア１２Ａの全域から画像デー
タに応じた輝度階調の白色光（又は任意の単色光）が視差バリア設定部１２０に出射され
る。
【００４３】
　このように、本実施形態に係る画像表示部１１０によれば、表示パネル１１１の表示エ
リア１２Ａに配列された各発光画素ＰＩＸが、表示駆動制御回路１１２から供給される駆
動信号及び画像データに基づいて所定の輝度階調で発光することにより、白色光（又は任
意の単色光）からなる階調画像が表示される。
【００４４】
　ここで、本実施形態においては、表示エリア１２Ａに表示される階調画像は、表示装置
１００において３Ｄ画像を表示する場合には、右目用と左目用の各画像成分が表示エリア
１２Ａの列方向（図２の上下方向）に沿って複数に分割され、右目用と左目用の各分割画
像が行方向（図２の左右方向）に交互に隣接するように配置されて同時に表示される。
【００４５】
　なお、図３（ａ）、（ｂ）に示した画素回路（発光駆動回路ＤＣ）は、画像データに応
じた電圧値の階調電圧Ｖdataを印加することにより、各発光画素ＰＩＸの発光素子に画像
データに応じた発光駆動電流を流して、所望の輝度階調で発光動作させる電圧指定型の階
調制御方式に対応した回路構成を備えた場合について説明した。本発明に適用可能な画素
回路は、これに限定されるものではなく、例えば、画像データに応じた電流値の階調電流
を供給することにより、各発光画素の発光素子に画像データに応じた発光駆動電流を流し
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て、所望の輝度階調で発光動作させる電流指定型の階調制御方式に対応した回路構成を備
えたものであってもよい。
【００４６】
　（視差バリア設定部）
　図４は、本実施形態に係る表示装置に適用される視差バリア設定パネルの一例を示す概
略構成図である。ここでは、本実施形態に適用される視差バリア設定パネルとして、周知
の透過型の液晶表示パネルを適用した場合について説明する。なお、図４においては、図
示を明瞭にするため、基板上に設けられる電極及び封止シールに便宜的にハッチングを施
して示した。また、図示の都合上、対向基板となる基板２３を省略した。図５は、図４に
示した視差バリア設定パネルを構成する各基板に設けられる電極を示す概略平面図である
。図５（ａ）は、基板２１側に設けられるストライプ電極を示す概略平面図であり、図５
（ｂ）は、基板２３側に設けられる共通電極を示す概略平面図である。
【００４７】
　図１（ｂ）に示したように、視差バリア設定部１２０に設けられる視差バリア設定パネ
ル１２１は、透明な基板２１、２３が対向して配置され、当該基板２１、２３間に液晶層
２２が設けられている。より具体的には、図４に示すように、視差バリア設定パネル１２
１には、上述した画像表示部１１０（表示パネル１１１）から出射された白色光（又は任
意の単色光）が透過する光透過エリア２２Ａが設定されている。ここで、光透過エリア２
２Ａは、表示パネル１１１に設定される表示エリア１２Ａに対応するように、略同一の広
がりを有するように設定されている。
【００４８】
　そして、図４、図５（ａ）に示すように、基板２１の光透過エリア２２Ａには、図面上
下方向（列方向に対応する）に延在するストライプ状の電極（以下、「ストライプ電極」
と記す；第１の電極）Ｅ１が等間隔で、図面左右方向（行方向に対応する）に複数配列さ
れている。また、ストライプ電極Ｅ１は、図４に示すように、単一の接続端子Ｔs1を介し
て所定の制御電圧（第１の電圧）Ｖ１に接続されている。
【００４９】
　一方、図４、図５（ｂ）に示すように、基板２１に対向する基板２３には、少なくとも
光透過エリア２２Ａの略全域にわたり単一のべた電極（以下、「共通電極」と記す）Ｅｃ
が設けられている。また、共通電極Ｅｃは、図４に示すように、基板２１側に設けられた
１又は複数の引き出し配線Ｌrc及び接続端子Ｔc1、Ｔc2を介して接地電位に接続されてい
る。ここで、ストライプ電極Ｅ１及び共通電極Ｅｃは、例えば錫ドープ酸化インジウム（
Indium Tin Oxide；ＩＴＯ）や亜鉛ドープ酸化インジウム（Indium
Zinc Oxide）等の透明電極材料により形成されている。
【００５０】
　そして、視差バリア設定パネル１２１は、図４、図５に示すように、基板２１と基板２
３が封止シール２６を介して接合され、光透過エリア２２Ａを含む領域の基板２１、２３
間に液晶が封止されている。
【００５１】
　また、図４において図示を省略したが、バリア制御回路１２２は、例えば画像データに
応じて、上述した制御電圧Ｖ１をストライプ電極Ｅ１に印加する制御を行う。特に、本実
施形態においては、バリア制御回路１２２は、通常の２Ｄ画像を表示する際には、ストラ
イプ電極Ｅ１に制御電圧Ｖ１を印加しない状態にして、ストライプ電極Ｅ１を含む光透過
エリア２２Ａの全域で表示パネル１１１から出射される白色光（又は任意の単色光）をほ
ぼそのまま視野側に透過させる。一方、バリア制御回路１２２は、３Ｄ画像を表示する際
には、ストライプ電極Ｅ１に制御電圧Ｖ１を印加した状態にして、視差バリア設定パネル
１２１を視差バリアとして機能させる。ここで、制御電圧Ｖ１は液晶を交流駆動するため
に一定の周期で極性が反転する電圧信号に設定される。
【００５２】
　このような構成を有する視差バリア設定部１２０を用いた３Ｄ画像の表示原理について
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、以下に説明する。
　図６は、本実施形態に適用される視差バリア方式を用いた３Ｄ画像の表示原理を説明す
るための概念図である。図６においては、上述した表示装置１００と同等の構成について
は、同一の符号を付して説明する。ここで、図６は、表示装置１００（表示パネル１１１
及び視差バリア設定パネル１２１）及び使用者ＵＳＲの位置関係を上方から見たものであ
る。
【００５３】
　図６に示すように、表示装置１００において、３Ｄ画像を表示する際には、まず、画像
表示部１１０の表示パネル１１１において、表示対象となる画像情報を列方向に沿って複
数に分割して生成された右目用と左目用の各画像成分（図中、「Ｒ」「Ｌ」で表記）が、
行方向（図６左右方向）に交互に隣接するように配置されて同時に表示される。一方、視
差バリア設定部１２０の視差バリア設定パネル１２１において、図４に示したストライプ
電極Ｅ１に制御電圧Ｖ１を印加して、光透過エリア２２Ａ内のストライプ電極Ｅ１に沿っ
た領域に、図６に示すように、例えば黒ラインを表示させて遮光部１２１ｓとし、スリッ
ト状の視差バリアを形成する。これにより、表示パネル１１１に表示された右目用と左目
用の各画像成分が、視差バリアのスリットを介して視野側に透過し、使用者ＵＳＲの右目
で右目用の画像成分「Ｒ」が視認され、左目で左目用の画像成分「Ｌ」が視認される。こ
のとき、表示パネル１１１に表示された画像は、視差バリア設定パネル１２１により形成
される視差バリアを透過することにより、使用者ＵＳＲに所定の視差を有して視認される
ので、使用者の脳内で立体画像として認識される。
【００５４】
　（画像表示動作）
　次に、上述したような構成を有する表示装置１００における画像表示動作（駆動制御動
作）及び画像情報の表示例について、図面を参照して説明する。
【００５５】
　図７は、本実施形態に係る表示装置における画像情報の表示例を示す概念図であり、図
８は、本実施形態に係る表示装置において、３Ｄ画像表示を行う際の表示パネルと視差バ
リア設定パネルの駆動状態を示す概念図である。ここで、図７（ａ）、（ｂ）においては
、表示パネル１１１に表示される２Ｄ表示用の階調画像と、図６において説明したような
表示原理に基づく３Ｄ表示用の階調画像が異なるものであることを明確にするために、３
Ｄ表示用の階調画像を構成する「Ｒ」「Ｌ」の各画像成分を、便宜的にストライプ状の模
様により示す（後述する第２の実施形態においても同じ）。また、図８においては、表示
パネル１１１において、異なる輝度階調で発光している状態にあることを、便宜的に異な
るドットハッチングにより示す（後述する第２の実施形態においても同じ）。
【００５６】
　上述した表示装置１００において、２Ｄ画像のモノカラー表示を行う場合には、図７（
ａ）に示すように、表示パネル１１１においては、画像データに基づく輝度階調で各発光
画素ＰＩＸが白色発光（又は任意の単色発光）することにより、階調画像ＩＭｘが表示さ
れる。また、視差バリア設定パネル１２１においては、ストライプ電極Ｅ１に制御電圧Ｖ
１を印加しない状態、すなわち、液晶層２２に電圧を印加しない状態に設定することによ
り、図７（ａ）に示すように、ストライプ電極Ｅ１を含む光透過エリア２２Ａの全域が透
明な状態に設定される。これにより、表示パネル１１１から出射された白色光（又は任意
の単色光）がほぼそのまま光透過エリア２２Ａを透過して、表示装置１００の視野側に出
射される。そして、この出射光に基づいて表示装置１００の表示部１０Ａに、画像データ
に応じた輝度階調で、かつ、単一の表示色（白色又は任意の単色）からなるモノカラー画
像ＩＭａが２Ｄ表示されて使用者に視認される。
【００５７】
　また、表示装置１００において、３Ｄ画像のモノカラー表示を行う場合には、図７（ｂ
）に示すように、表示パネル１１１においては、画像データに基づく輝度階調で各発光画
素ＰＩＸが白色発光（又は任意の単色発光）することにより、階調画像ＩＭｙが表示され
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る。ここで、上述したように、３Ｄ画像の表示を行う場合には、図８に示すように、画像
データに基づく２Ｄ画像を列方向に沿って複数の画像成分に分割し、右目用又は左目用に
補正処理した各画像成分（図中、「Ｒ」「Ｌ」で表記）を、行方向（図８左右方向）に交
互に隣接するように配置して同時に表示することにより、３Ｄ用の階調画像ＩＭｙが生成
される。また、視差バリア設定パネル１２１においては、ストライプ電極Ｅ１に制御電圧
Ｖ１を印加した状態、すなわち、液晶層２２に電圧を印加した状態に設定することにより
、光透過エリア２２Ａ内のストライプ電極Ｅ１に沿った領域に、黒ラインを表示させて遮
光部１２１ｓとし、スリット状の視差バリアを形成する。これにより、表示パネル１１１
に表示された３Ｄ用の階調画像ＩＭｙの右目用と左目用の各画像成分が、視差バリアのス
リットを介して視野側に透過して、表示装置１００の視野側に出射される。そして、この
出射光に基づいて表示装置１００の表示部１０Ａに、画像データに応じた輝度階調で、か
つ、単一の表示色（白色又は任意の単色）からなり、所定の視差を有するモノカラー画像
ＩＭｂが表示されて、使用者に３Ｄ画像として視認される。
【００５８】
　上述したように、本実施形態によれば、比較的簡易な構成及び制御方法で２Ｄ画像と３
Ｄ画像の表示を切り替えることができるモノカラー表示方式のディスプレイを実現するこ
とができる。
【００５９】
＜第２の実施形態＞
　次に、本発明に係る表示装置の第２の実施形態について、図面を参照して説明する。こ
こで、上述した第１の実施形態と同等の構成については、同一の符号を付してその説明を
簡略化し、本実施形態に特有の構成について詳しく説明する。
【００６０】
　上述した第１の実施形態においては、表示パネル１１１を白色光又は任意の単色光で発
光させて表示した階調画像を、視差バリア設定パネル１２１を透過させることにより、２
Ｄ画像、又は、３Ｄ画像としてモノカラー表示する場合について説明した。第２の実施形
態においては、表示パネル１１１を白色光で発光させた階調画像を、視差バリア設定パネ
ル１２１を透過させることにより、任意の表示色で２Ｄ画像表示、又は、３Ｄ画像表示す
ることを特徴とする。
【００６１】
　第２の実施形態に係る表示装置は、上述した第１の実施形態と同様に、画像表示部１１
０と、視差バリア設定部１２０と、を備えている。
　画像表示部１１０は、第１の実施形態と同様に、基板上に複数の発光画素ＰＩＸが２次
元配列された表示パネル１１１を有し、各発光画素を画像データに応じた輝度階調で発光
させることにより、画像データに応じた階調画像が表示される。ここで、表示装置１００
において３Ｄ画像を表示する場合には、上述したように、右目用と左目用の画像が合成さ
れた階調画像が表示パネル１１１に表示される。
【００６２】
　視差バリア設定部１２０は、第１の実施形態（図１（ａ）参照）と同様に、表示装置１
００において３Ｄ画像を表示する場合に、視差バリアとして機能する視差バリア設定パネ
ル１２１と、該視差バリア設定パネル１２１を駆動制御するバリア制御回路１２２と、を
有している。ここで、本実施形態に係る視差バリア設定部１２０においては、視差バリア
設定パネル１２１は、上記の視差バリアとしての機能に加え、モノカラー表示を行う際の
画像情報の表示色を設定する機能を有している。以下、視差バリア設定部１２０（特に、
視差バリア設定パネル１２１）について、詳しく説明する。
【００６３】
　（視差バリア設定部）
　図９は、本実施形態に係る表示装置に適用される視差バリア設定パネルの一例を示す概
略構成図である。なお、図９においては、図示を明瞭にするため、基板上に設けられる電
極及び封止シールに便宜的にハッチングを施して示した。図１０は、図９に示した視差バ
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リア設定パネルを構成する各基板に設けられる電極を示す概略平面図である。図１０（ａ
）は、基板２１側に設けられるストライプ電極を示す概略平面図であり、図１０（ｂ）は
、基板２３側に設けられる共通電極を示す概略平面図である。
【００６４】
　視差バリア設定パネル１２１は、上述した実施形態（図１（ｂ）参照）と同様に、透過
型の液晶表示パネルを適用することができ、対向して配置された透明な基板２１、２３間
に液晶層２２が設けられている。より具体的には、図９、図１０（ａ）に示すように、視
差バリア設定パネル１２１を構成する基板２１の光透過エリア２２Ａには、各々、図面上
下方向（列方向）に延在する複数のストライプ電極Ｅ１、Ｅ２が、図面左右方向（行方向
）に交互かつ等間隔で配列されている。すなわち、ストライプ電極Ｅ１は、上述した第１
の実施形態と同様に、基板２１に所定の間隔で配列され、ストライプ電極（第２の電極）
Ｅ２は、ストライプ電極Ｅ１相互の各間隙に、所定の間隔で配列されている。また、図９
に示すように、ストライプ電極Ｅ１は、接続端子Ｔs1を介して所定の制御電圧Ｖ１に接続
され、ストライプ電極Ｅ２は、接続端子Ｔs2を介して所定の制御電圧（第２の電圧）Ｖ２
に接続されている。ここで、制御電圧Ｖ１、Ｖ２は液晶を交流駆動するために一定の周期
で極性が反転する電圧信号に設定される。
【００６５】
　一方、図９、図１０（ｂ）に示すように、基板２１に対向する基板２３には、上述した
第１の実施形態と同様に、少なくとも光透過エリア２２Ａの略全域にわたり単一の共通電
極Ｅｃが設けられている。共通電極Ｅｃは、図９に示すように、基板２１側に設けられた
引き出し配線Ｌrc及び接続端子Ｔc1、Ｔc2を介して接地電位に接続されている。ここで、
本実施形態においても、ストライプ電極Ｅ１、Ｅ２及び共通電極Ｅｃは、例えばＩＴＯ等
の透明電極材料により形成されている。また、基板２１と基板２３は、封止シール２６を
介して接合され、光透過エリア２２Ａを含む領域の基板２１、２３間に液晶が封止されて
いる。
【００６６】
　また、図９において図示を省略したが、バリア制御回路１２２は、例えば画像データに
応じて、上述したストライプ電極Ｅ１、Ｅ２に個別の制御電圧Ｖ１、Ｖ２を印加する制御
を行う。特に、本実施形態においては、バリア制御回路１２２は、通常の２Ｄ画像を表示
する際には、ストライプ電極Ｅ１、Ｅ２に同じ電圧値に設定された制御電圧Ｖ１、Ｖ２を
印加した状態にして、視差バリア設定パネル１２１を表示色設定素子として機能させる。
これにより、視差バリア設定パネル１２１のストライプ電極Ｅ１、Ｅ２を含む光透過エリ
ア２２Ａの全域で、表示パネル１１１から出射される白色光から、画像データに応じた波
長分布の光が抽出されて視野側に透過する。
【００６７】
　一方、バリア制御回路１２２は、３Ｄ画像を表示する際には、例えばストライプ電極Ｅ
１に視差バリア設定用の制御電圧Ｖ１を印加した状態にして、光透過エリア２２Ａのスト
ライプ電極Ｅ１に対応する領域を黒ライン表示させて、視差バリア設定パネル１２１を視
差バリアとして機能させるとともに、ストライプ電極Ｅ２に表示色設定用の制御電圧Ｖ２
を印加した状態にして、光透過エリア２２Ａのストライプ電極Ｅ２に対応する領域を透過
する光の波長分布を変更設定する表示色設定素子として機能させる。ここで、視差バリア
設定パネル１２１を視差バリアとして用いた３Ｄ画像の表示原理は、第１の実施形態にお
いて説明した通りである。
【００６８】
　（表示色設定動作）
　ここで、上述したような構成を有する視差バリア設定部１２０において、視差バリア設
定パネル１２１を表示色設定素子として用いた表示色設定動作（透過波長設定原理）につ
いて、以下に説明する。ここでは、上述した第１の実施形態に示した図１及び図９を適宜
参照しながら説明する。
【００６９】
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　視差バリア設定パネル１２１の基板２１、２３に設けられたストライプ電極Ｅ１、Ｅ２
と、対向する共通電極Ｅｃ間に、電圧を印加しない場合、又は、液晶層２２のしきい値電
圧よりも低い電圧を印加した場合、視差バリア設定パネル１２１は、ストライプ電極Ｅ１
、Ｅ２を含む光透過エリア２２Ａの全域が透明な状態に設定される。ここで、画像表示部
１１０の表示パネル１１１から出射された白色光は、まず、偏光板２４により直線偏光と
なって基板２１を透過した後、液晶層２２内の液晶分子の配向に応じた偏光状態となって
、さらに基板２３及び偏光板２５を透過する。したがって、この場合には、表示パネル１
１１から出射された白色光は、ほぼそのまま光透過エリア２２Ａの偏光板２４、基板２１
、液晶層２２、基板２３及び偏光板２５を順次透過して、表示装置１００の視野側に出射
される。
【００７０】
　一方、ストライプ電極Ｅ１、Ｅ２と共通電極Ｅｃ間に、液晶層２２のしきい値電圧より
も高い電圧値に設定した制御電圧Ｖ１、Ｖ２（ここでは、Ｖ１＝Ｖ２）を印加していくと
、液晶分子が徐々に基板２１、２３に垂直な方向に配向する。これにより、偏光板２４及
び基板２１を透過して液晶層２２内に入射した直線偏光は、上記液晶分子の配向状態に応
じて偏光状態が変化し、基板２３及び偏光板２５を順次透過することにより、特定波長及
び特定強度の光が視野側に出射される。
【００７１】
　すなわち、液晶層２２に印加する電圧を制御することにより、視差バリア設定パネル１
２１を透過して視野側に出射される光の波長分布を、光透過エリア２２Ａの略全域（厳密
には、光透過エリア２２Ａ内のストライプ電極Ｅ１、Ｅ２に対応する領域）で制御するこ
とができる。したがって、視差バリア設定部１２０を透過して出射される光の波長分布に
基づく画像情報の表示色を任意に制御することができ、視差バリア設定パネル１２１を表
示色設定素子として機能させることができる。
【００７２】
　本実施形態における表示色設定動作（透過波長設定原理）について、さらに詳しく説明
する。
　図１１は、本実施形態に係る視差バリア設定部における偏光板及び液晶層の配置関係を
説明するための図である。図１２は、本実施形態に係る視差バリア設定部において、液晶
層への印加電圧を変化させた場合の、透過光の波長λと透過率Ｉとの関係を示す図である
。また、図１３は、表示パネルに設けられる有機ＥＬ素子から発光される白色光の波長分
布の一例を示す図であり、図１４は、本実施形態に係る視差バリア設定部における液晶層
への印加電圧と透過光の波長分布との関係を示す図である。
【００７３】
　図１に示したように、偏光板２４、２５間に液晶層２２を配置したパネル構造を有する
視差バリア設定部１２０を透過する光の波長λに対する透過率Ｉは、次の（１）式及び（
２）式で表される。
　Ｉ＝Ｉ0・｛cos2α-sin2β・sin2(β＋α)・sin2(π・Δｎ・ｄ／λ)｝　　・・・（１
）
　Δｎ＝ｄ・｛(ns2－n02・sin2θ)0.5－(np2－n02・sin2θ)0.5｝　　・・・（２）
【００７４】
　ここで、図１１に示すように、αは、２枚の偏光板２４、２５が透過させる直線偏光が
なす角（すなわち、偏光板２４の透過軸２４axと偏光板２５の透過軸２５axとがなす角度
）である。なお、偏光板２４は、第１の実施形態に示したように、円偏光板を適用して、
回転可能に構成することにより、その取り付け角度を調整して角度αを変化させることが
できる。また、βは、液晶層２２を透過する直線偏光の軸と進相軸２２axとのなす角（す
なわち、液晶層２２の進相軸２２axと偏光板２５の透過軸２５axとがなす角度）である。
また、ｄは、液晶層２２の厚さであり、Δｎは、液晶層２２の進相軸方向と遅相軸方向と
の位相差である。ns、np、n0は、液晶層２２の異常光、常光及び空気の屈折率であり、θ
は、液晶分子の傾斜角度である。
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【００７５】
　上記（１）、（２）式において、角α、βを任意の角度に固定した場合、上記（１）式
に示した透過率Ｉの波長λに対する変化特性は、液晶分子の傾斜角度θ、すなわち、液晶
分子の配向状態を決定する液晶層２２への印加電圧に依存することになる。例えば、液晶
層２２にホモジニアス液晶を適用し、液晶層２２への印加電圧を変化させた場合の、視差
バリア設定部１２０（視差バリア設定パネル１２１）を透過する光の波長λ（ｎｍ）と透
過率Ｉとの関係は、図１２のように示される。ここでは、（１）式に示した角αをπ／２
（＝９０°）、角βをπ／４（＝４５°）に設定した。図１２に示すように、液晶層２２
への印加電圧を変化させることにより、視差バリア設定パネル１２１を透過する光の波長
分布を変化させることができる。
【００７６】
　さらに詳しく説明すると、画像表示部１１０の表示パネル１１１に配列される有機ＥＬ
素子ＯＥＬから発光される白色光の実際の波長分布は、図１３のように示される。また、
液晶層２２への印加電圧を変化させた場合に、図１３に示す有機ＥＬ素子ＯＥＬから発光
される白色光の波長分布のうち、視差バリア設定部１２０（視差バリア設定パネル１２１
）を透過する光の波長分布は、図１４のように示される。
【００７７】
　図１３に示すように、有機ＥＬ素子ＯＥＬから発光される白色光は、波長４５０ｎｍ付
近の青色光、波長５２０ｎｍ付近の緑色光、波長６５０ｎｍ付近の赤色光を含む広い範囲
の波長の光を含んでいる。ここで、図１２に示したように、液晶層２２への印加電圧を変
化させることにより、視差バリア設定パネル１２１を透過する光の波長分布を変化させる
ことができる。このことから、表示パネル１１１からの白色光を、視差バリア設定部１２
０（視差バリア設定パネル１２１）に入射した場合、図１４に示すように、印加電圧を例
えば０Ｖに設定することにより透過光を白色光に設定することができ、また、印加電圧を
例えば１．８Ｖに設定することにより透過光を赤色光に設定することができ、また、印加
電圧を例えば２．３Ｖに設定することにより透過光を緑色光に設定することができ、また
、印加電圧を例えば３．７Ｖに設定することにより透過光を青色光に設定することができ
る。
【００７８】
　したがって、ストライプ電極Ｅ１、Ｅ２に印加する制御電圧Ｖ１、Ｖ２の電圧値を任意
に設定することにより液晶層２２への印加電圧が制御されるので、視差バリア設定部１２
０（視差バリア設定パネル１２１）を透過する光の波長分布を制御して、画像データに応
じた輝度階調で、かつ、所定の表示色からなる画像情報を表示することができる。
【００７９】
　特に、本実施形態に係る視差バリア設定部１２０（視差バリア設定パネル１２１）にお
いては、上述したように、ストライプ電極Ｅ１、Ｅ２が個別の制御電圧Ｖ１、Ｖ２をに接
続されているので、ストライプ電極Ｅ１、Ｅ２への印加電圧（すなわち、ストライプ電極
Ｅ１、Ｅ２の各々に対応する領域の液晶層２２への印加電圧）を個別に設定することがで
きる。
【００８０】
　したがって、本実施形態に係る表示装置１００において、２Ｄ画像のモノカラー表示を
行う場合には、ストライプ電極Ｅ１、Ｅ２に対して同一かつ任意の電圧値に設定された制
御電圧Ｖ１、Ｖ２を印加することにより、ストライプ電極Ｅ１、Ｅ２を含む光透過エリア
２２Ａの全域で、視野側に出射される光の波長分布を制御して、画像データに応じた２Ｄ
画像を所定の表示色で表示（２Ｄモノカラー表示）させることができる。
【００８１】
　一方、本実施形態に係る表示装置１００において、３Ｄ画像のモノカラー表示を行う場
合には、ストライプ電極Ｅ１、Ｅ２に対して、各々、個別の電圧値に設定された制御電圧
Ｖ１、Ｖ２を印加する。すなわち、例えばストライプ電極Ｅ１に対して、視差バリア設定
用の制御電圧Ｖ１を印加することにより、光透過エリア２２Ａのストライプ電極Ｅ１に対
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応する領域を黒ライン表示させて視差バリアとして機能させる。また、例えばストライプ
電極Ｅ２に対して、表示色設定用の制御電圧Ｖ２を印加することにより、光透過エリア２
２Ａのストライプ電極Ｅ２に対応する領域（ストライプ電極Ｅ１に対応する黒ライン表示
間の領域）を透過する光の波長分布を制御して表示色設定素子として機能させる。これに
より、画像データに応じた３Ｄ画像を所定の表示色で表示（３Ｄモノカラー表示）させる
ことができる。これらの画像情報の具体的な表示例については後述する。
【００８２】
　なお、上記の透過光の波長分布の検証においては、液晶層２２にホモジニアス液晶を適
用した場合について説明したが、本発明はこれに限定されるものではない。すなわち、本
発明は、例えばＩＰＳ（インプレインスイッチング）液晶やＴＮ液晶、ＳＴＮ液晶等、他
の液晶を適用するものであってもよい。
【００８３】
　（画像表示動作）
　次に、上述したような構成を有する表示装置１００における画像表示動作（駆動制御動
作）及び画像情報の表示例について、図面を参照して説明する。
【００８４】
　図１５は、本実施形態に係る表示装置において、２Ｄ画像をモノカラー表示する際の表
示例を示す概念図であり、図１６は、本実施形態に係る表示装置において、２Ｄ画像表示
を行う際の表示パネルと視差バリア設定パネルの駆動状態を示す概念図である。また、図
１７は、本実施形態に係る表示装置において、３Ｄ画像をモノカラー表示する際の表示例
を示す概念図であり、図１８は、本実施形態に係る表示装置において、３Ｄ画像表示を行
う際の表示パネルと視差バリア設定パネルの駆動状態を示す概念図である。また、図１９
は、本実施形態に係る表示装置において、２Ｄ画像をエリアカラー表示する際の表示例を
示す概念図であり、図２０は、本実施形態に係る表示装置において、３Ｄ画像をエリアカ
ラー表示する際の表示例を示す概念図である。ここで、図１５～図２０においては、表示
パネル１１１において、異なる輝度階調で発光している状態にあることを、異なるドット
ハッチングにより示し、視差バリア設定パネル１２１において、異なる波長分布の光を透
過させる状態に設定されていることを、異なるラインハッチングにより示す。
【００８５】
　上述した表示装置１００において、２Ｄ画像のモノカラー表示を行う場合には、図１５
（ａ）又は（ｂ）、及び、図１６に示すように、表示パネル１１１においては、画像デー
タに基づく輝度階調で各発光画素ＰＩＸが白色発光することにより、階調画像ＩＭｘが表
示される。また、視差バリア設定パネル１２１においては、ストライプ電極Ｅ１、Ｅ２に
同一の電圧値に設定された表示色設定用の制御電圧Ｖ１、Ｖ２を印加した状態に設定する
ことにより、ストライプ電極Ｅ１、Ｅ２を含む光透過エリア２２Ａの全域で、特定の波長
分布を有する光が透過する状態に設定される。これにより、表示パネル１１１から出射さ
れた白色光から、画像データに応じた所定の表示色に対応した波長分布を有する光のみが
視差バリア設定パネル１２１を透過して、表示装置１００の視野側に出射される。そして
、この出射光に基づいて、図１５（ａ）又は（ｂ）、及び、図１６に示すように、表示装
置１００の表示部１０Ａに画像データに応じた輝度階調で、かつ、所定の表示色からなる
モノカラー画像ＩＭｃが２Ｄ表示されて使用者に視認される。
【００８６】
　また、表示装置１００において、３Ｄ画像のモノカラー表示を行う場合には、図１７（
ａ）又は（ｂ）、及び、図１８に示すように、表示パネル１１１においては、画像データ
に基づく輝度階調で各発光画素ＰＩＸが白色発光することにより、階調画像ＩＭｙが表示
される。ここで、第１の実施形態と同様に、３Ｄ画像の表示を行う場合には、図１８に示
すように、画像データに基づく２Ｄ画像を列方向に沿って複数の画像成分に分割し、右目
用又は左目用に補正処理した各画像成分（図中、「Ｒ」「Ｌ」で表記）を、行方向（図１
８左右方向）に交互に隣接するように配置して同時に表示することにより、３Ｄ用の階調
画像ＩＭｙが生成される。また、視差バリア設定パネル１２１においては、図１８に示す
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ように、ストライプ電極Ｅ１に視差バリア設定用の制御電圧Ｖ１を印加した状態に設定す
ることにより、光透過エリア２２Ａ内のストライプ電極Ｅ１に沿った領域に、黒ラインを
表示させて遮光部１２１ｓとし、スリット状の視差バリアが形成される。また、視差バリ
ア設定パネル１２１において、図１８に示すように、ストライプ電極Ｅ２に表示色設定用
の制御電圧Ｖ２を印加した状態に設定することにより、光透過エリア２２Ａ内のストライ
プ電極Ｅ２に沿った領域（すなわち、ストライプ電極Ｅ１に対応する黒ライン表示間の領
域）で、特定の波長分布を有する光が透過する状態に設定される。これにより、表示パネ
ル１１１に表示された３Ｄ用の階調画像ＩＭｙの右目用と左目用の各画像成分を有する白
色光から、画像データに応じた所定の表示色に対応した波長分布を有する光のみが視差バ
リアのスリットを介して視野側に透過して、表示装置１００の視野側に出射される。そし
て、この出射光に基づいて、図１７（ａ）又は（ｂ）、及び、図１８に示すように、表示
装置１００の表示部１０Ａに画像データに応じた輝度階調で、かつ、所定の表示色からな
り、所定の視差を有するモノカラー画像ＩＭｅが表示されて、使用者に３Ｄ画像として視
認される。
【００８７】
　ところで、本実施形態に係る２Ｄ画像のモノカラー表示動作においては、図１５に示し
たように、視差バリア設定パネル１２１の光透過エリア２２Ａの全域において、単一の波
長分布を有する光を透過させて、表示装置１００の表示部１０Ａに、単一の表示色からな
るモノカラー画像ＩＭｃを２Ｄ表示する場合について説明した。本発明はこの表示例に限
定されるものではなく、例えば図１９に示すように、視差バリア設定パネル１２１の光透
過エリア２２Ａを複数の領域に分割して各領域ごとに、異なる波長分布の光を透過させる
ようにして、表示パネル１１１に表示された階調画像ＩＭｚを、表示装置１００の表示部
１０Ａに領域ごとに異なる表示色からなるモノカラー画像ＩＭｄとして２Ｄ表示するエリ
アカラー表示を行うものであってもよい。あるいは、視差バリア設定パネル１２１の光透
過エリア２２Ａ内の特定の領域について、特定の波長分布の光を透過させるようにして、
表示パネル１１１に表示された階調画像の一部を、表示装置１００の表示部１０Ａに異な
る表示色からなるモノカラー画像として２Ｄ表示するエリアカラー表示を行うものであっ
てもよい。
【００８８】
　また、本実施形態に係る３Ｄ画像のモノカラー表示動作においては、図１７に示したよ
うに、視差バリア設定パネル１２１の光透過エリア２２Ａの黒ライン表示領域を除く全域
において、単一の波長分布を有する光を透過させて、表示装置１００の表示部１０Ａに、
単一の表示色からなるモノカラー画像ＩＭｅを３Ｄ表示する場合について説明した。本発
明はこの表示例に限定されるものではなく、例えば図２０に示すように、視差バリア設定
パネル１２１の光透過エリア２２Ａを複数の領域に分割して各領域ごとに、異なる波長分
布の光を透過させるようにして、表示パネル１１１に表示された階調画像ＩＭｖを、表示
装置１００の表示部１０Ａに領域ごとに異なる表示色からなるモノカラー画像ＩＭｆとし
て３Ｄ表示するエリアカラー表示を行うものであってもよい。あるいは、光透過エリア２
２Ａ内の特定の領域について、特定の波長分布の光を透過させるようにして、表示パネル
１１１に表示された階調画像の一部を、表示装置１００の表示部１０Ａに異なる表示色か
らなるモノカラー画像として３Ｄ表示するエリアカラー表示を行うものであってもよい。
【００８９】
　なお、図１９に示したような２Ｄ画像のエリアカラー表示、及び、図２０に示したよう
な３Ｄ画像のエリアカラー表示を実現するためには、視差バリア設定パネル１２１の光透
過エリア２２Ａを分割した各領域に（あるいは、光透過エリア２２Ａ内の特定の領域に）
、図９に示したような構造のストライプ電極Ｅ１、Ｅ２を個別に設けるとともに、各領域
のストライプ電極Ｅ１、Ｅ２への印加電圧を個別に制御するバリア制御回路１２２を備え
る必要があるが、このような構成を有する表示装置１００によれば、任意の領域ごとに表
示方式を設定して、２Ｄ画像と３Ｄ画像が混在した多種多様な画像表示を実現することが
できる。
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【００９０】
　上述したように、本実施形態によれば、比較的簡易な構成及び制御方法で２Ｄ画像と３
Ｄ画像の表示を切り替えることができるモノカラー表示方式、又は、エリアカラー表示方
式のディスプレイを実現することができる。
【００９１】
　また、本実施形態においては、視差バリア設定パネル１２１への印加電圧の制御により
、画像情報の表示色を任意に設定することができる。これによれば、簡易な構成及び制御
方法により、表示エリアの全域、又は、任意の領域に任意の表示色を設定することができ
る。
【００９２】
　また、本実施形態においては、表示パネル１１１として白色光を発光する有機ＥＬ表示
パネルを適用することができる。これによれば、基板上に単一色の発光材料（有機材料）
を用いて発光層（有機ＥＬ層）を形成することができるので、画素ごとに発光色に対応さ
せて発光材料を塗り分ける工程を必要としない。したがって、パネル構造が簡易で、かつ
、製造コストを低減することができるとともに、製造歩留まりを向上させることができる
モノカラー表示方式、又は、エリアカラー表示方式のディスプレイを実現することができ
る。また、単一の発光材料を用いて発光層を形成しているので、材料に起因する発光特性
の経時変化（寿命）の違いによる色ずれや輝度変化が生じにくく、製品寿命の長いディス
プレイを実現することができる。
【００９３】
　なお、上述した各実施形態においては、画像表示部１１０の表示パネル１１１として、
一対の電極間に有機ＥＬ層が設けられた有機ＥＬ素子ＯＥＬ（発光層１２）を、基板１１
、１３間に一層のみ形成したパネル構造を示した。本発明はこれに限定されるものではな
く、例えば、基板１１、１３間に有機ＥＬ素子が複数積層されたタンデム構造（又はスタ
ック構造）を有するものであってもよい。このようなタンデム構造の有機ＥＬ素子を適用
することにより、発光効率（電流効率）を向上させることができる。また、本発明は、画
像表示部１１０の表示パネル１１１として、上述した有機ＥＬ表示パネルに替えて、バッ
クライトを備えたドットマトリクス型の液晶表示パネルや、無機ＥＬ表示パネル等を適用
するものであってもよい。
【００９４】
＜電子機器＞
　次に、上述した実施形態に係る表示装置を適用した電子機器の一例について図面を参照
して説明する。
【００９５】
　上述した実施形態に示したように、有機ＥＬ素子ＯＥＬを有する発光画素ＰＩＸが２次
元配列された画像表示部１１０と、２Ｄ画像と３Ｄ画像の表示状態を制御する視差バリア
設定部１２０と、を備える表示装置１００は、例えばデジタルカメラや携帯電話、デジタ
ルオーディオ、電子辞書、車両用スピードメーター、広告用ディスプレイ等、種々の電子
機器の表示デバイスとして良好に適用できるものである。
【００９６】
　図２１は、本発明に係る表示装置を適用したデジタルカメラの構成例を示す斜視図であ
り、図２２は、本発明に係る表示装置を適用した携帯電話の構成例を示す図である。
　図２１において、デジタルカメラ２１０は、大別して、本体部２１１と、レンズ部２１
２と、操作部２１３と、表示部２１４と、シャッターボタン２１５とを備えている。ここ
で、表示部２１４は、アイコン表示部２１４ａを備え、上述した各実施形態に示した表示
装置１００と同等の構成が適用されている。これによれば、アイコン表示部２１４ａにお
いて、簡易な構成及び制御方法で２Ｄ画像や３Ｄ画像を任意の表示色で表示することがで
きるので、製品の品質や信頼性が高く、画像表示が多様で視認性の高いデジタルカメラ２
１０を提供することができる。
【００９７】
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　また、図２２において、携帯電話２２０は、大別して、操作部２２１と、受話口２２２
と、送話口２２３と、主表示部２２４と、副表示部２２５と、カメラレンズ部２２６とを
備えている。ここで、主表示部２２４はアイコン表示部やインフォメーション表示部２２
４ａを備え、このインフォメーション表示部２２４ａや副表示部２２５として、上述した
各実施形態に示した表示装置１００と同等の構成が適用されている。この場合においても
、インフォメーション表示部２２４ａや副表示部２２５において、簡易な構成及び制御方
法で２Ｄ画像や３Ｄ画像を任意の表示色で表示することができるので、製品の品質や信頼
性が高く、画像表示が多様で視認性の高い携帯電話２２０を提供することができる。
【符号の説明】
【００９８】
　１０Ａ　　　　表示部
　１１、１３、２１、２３　　　基板
　１２　　　　　発光層
　１２Ａ　　　　表示エリア
　２２　　　　　液晶層
　２４、２５　　偏光板
　１００　　　　表示装置
　１１０　　　　画像表示部
　１１１　　　　表示パネル
　１１２　　　　表示駆動制御回路
　１２０　　　　視差バリア設定部
　１２１　　　　視差バリア設定パネル
　１２１ｓ　　　遮光部
　１２２　　　　バリア制御回路
　ＰＩＸ　　　　発光画素
　ＯＥＬ　　　　有機ＥＬ素子
　Ｅ１、Ｅ２　　ストライプ電極
　Ｅｃ　　　　　共通電極
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